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研究成果の概要（和文）：発酵食品に含まれるスフィンゴ脂質の一種であるグルコシルセラミドの腸内細菌への
影響を明らかにした。NGSを使って、腸内細菌の中でも特にグラム陽性細菌に作用することが明らかになった。
腸内細菌のひとつであるBlautia coccoidesに作用して代謝を改変することを明らかにした。そのメカニズムは
二次胆汁酸への耐性の賦与だと考えられた。これらのことから、グルコシルセラミドは摂食されると分解吸収さ
れずに一部が大腸に到達して腸内細菌を二次胆汁酸から保護すると考えられた。グルコシルセラミドは発酵食品
に多く含まれるので発酵食品の新たな機能性と同時にプレバイオティクスとしても活用可能と思われた。

研究成果の概要（英文）：Functionality of sphingolipids, especially glucosylceramide, which are 
contained in Japanese fermented foods, was investigated. It turned out that glucosylceramide works 
on gram-positive intestinal bacteria through NGS analysis. Especially, glucosylceramide altered the 
metabolism of Blautia coccoides. The mechanism was considered to be through the increase of 
tolerance to secondary bile acids. Specificity of glucosylceramide contained in fungi and fermented 
foods remained to be elucidated. From these studies, glucosylceramide was considered to pass through
 the small intestine and reach the large intestine, and protect intestinal gram positive bacteria 
from secondary bile acids. Since glucosylceramide is abundantly contained in fermented foods, this 
knowledge should be a new knowledge on the functionality of fermented foods.  Furthermore, this is 
the first report that glucosylceramide functions on the intestinal microbes, it can be utilized as a
 new prebiotic substance.

研究分野：応用微生物学

キーワード： スフィンゴ脂質　腸内細菌　プレバイオティクス　グルコシルセラミド　二次胆汁酸

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
スフィンゴ脂質、特にグルコシルセラミドの腸内細菌への影響を初めて明らかにし国際学術誌に論文発表した。
発酵食品の新たな健康機能性になると考えられた。日本の発酵食品の健康機能性をアピールするための新たな根
拠になると思われる。プレバイオティクスの新たなジャンルになると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 発酵食品にスフィンゴ脂質、特にグルコシルセラミドが多く含まれること、グルコシルセラミ
ドを麹から抽出してマウスに食べさせると肝臓コレステロールが減少し腸内細菌の Blautia 
coccoidesが増加することが明らかになっていたがそのメカニズムは明らかでなかった。 
 
２．研究の目的 
 グルコシルセラミドが in vivoで腸内細菌に作用することはわかっていたがそのメカニズムは
解明されていなかった。そこで本研究では in vitroの嫌気培養システムを構築し、腸内細菌に作
用するメカニズムを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 In vitro の嫌気培養系を構築し、その代謝を調べる。 
 
４．研究成果 
 グルコシルセラミドがグラム陽性細菌に作用することが明らかになった。 
 

 
図 グルコシルセラミドの Blautia coccoides への影響 
赤：無添加、緑：グルコシルセラミド添加 
 
 このことから、グルコシルセラミドが Blautia coccoides の代謝を改変することが明らかに
なった。 
 もっと広い範囲の腸内細菌にどのように働くかを調べるため、規定された腸内細菌に対して
グルコシルセラミドを与えその菌叢を NGS で解析した。その結果、Lactobacillus delbrueckii
などのグラム陽性細菌に作用しその割合を増加させることが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 規程された腸内細菌へのグルコシルセラミドの作用 
 
 グルコシルセラミドを加えると二次胆汁酸を加えた時の生存率が増加したことから、その作
用が二次胆汁酸への耐性を付与することであると考えられた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 腸内細菌への二次胆汁酸の影響 
 
 
 これらの研究成果は、グルコシルセラミドが腸内細菌に影響を与えることを示す初めての研
究成果である。 
 
 



 
グルコシルセラミドのこれらの機能性は、発酵食品の健康機能性の新たな評価軸になると考
えられた。またグルコシルセラミドが新たなプレバイオティクスになると考えられた。 
 国際学術誌である International Journal of Molecular Sciences に査読付き原著論文が掲
載された。Int. J. Mol. Sci. 2022, 23(10), 5300; https://doi.org/10.3390/ijms23105300 
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